
◎家庭学習の充実は、本校でも喫緊の課題です。８割の
子どもに有効な方法であっても、本当に改善しなくては
ならない問題を抱えているのは残りの２割であり、この
子どもたちにとっても有効な方法にしなければならない
と思います。

◎本校は小中一貫校で、９年生（中学３年生）が自分の
進路実現に向けて計画を立てて自学自習に取り組めるよ
うに、時間の目安などを示した家庭学習の手引きを小学
１年生から配布しています。しかし、なかなか進まない
のが現状であり、まだまだ受け身なところがあります。
まず日々の授業に興味を持たせること、保護者への十分
な説明、家庭学習計画やチェックカードの活用などによ
る振り返り、昼学習、意欲を高めるための次の授業に結
び付く課題提示など、まだまだ工夫できることがあると
分かりました。

◎神奈川県川崎市立南百合丘小学校のＩＣＴの活用は、
時代の先端を行く取り組みであり、強い関心を持ちまし
た。ＩＣＴは若手教師が得意かと思いますが、授業本来
の進め方をベテラン教師と融合していけば、良い授業が
出来ると思いました。従来のノートやプリントが適して
いる活動があると気付くことが、今後の発展につながる
と思います。決してＩＣＴありきではなく、子どもあり
きであることが大切だと思います。

◎早稲田大教職大学院の田中博之教授が提示された家庭
学習のあり方は、現在の状況を踏まえた分かりやすいも
のでした。家庭学習と授業の内容がリンクされることが

土台であり、それによる活用型学力の育成や自己マネジ
メント力の育成などが大切であること、また保護者の３
つの教育的機能をしっかり認識した上で働き掛けること
の大切さが分かりました。

◎「私を育てたあの時代、あの出会い」の京都府京都市
立高倉小学校の門
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真澄校長の記事に書かれていた、「校
長として教職員を大切にすれば、教職員は子どもを大切
にする」という言葉が心に強く響きました。経営の基本
にも通じると思います。社長が社員を大切にすると社員
はお客様を大切にします。例えば結果を出している民間
企業の社員との交流を深めて、授業力だけでなく、幅広
く識見を深めることで、子どもや保護者の信頼を得られ
るのではないかと改めて感じました。

◎「Benesse 発　これからの教育」で、東京都多摩市立
南鶴牧小学校が実践されている、外国の同世代の子ども
と行う協働作業が心に残りました。文化や生活を学ぶの
ではなく、外国の子どもと協働して制作することで、結
果的に自国の文化と相手の文化を比較しながら、肯定的
に学ぶことが出来るのだと思いました。

◎小中連携の意義はよく聞き、また、中学校の教師が小
学校で外国語活動の授業をする例もよくあります。しか
し、「つながる学校と家庭の学び」の佐賀県伊万里市立南
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小学校のように、小学校の教師が「乗り入れ授業」
をする例はあまり聞いたことがなく、保護者も巻き込ん
だ実践は参考になりました。

2013 Vol.3特集「家庭学習で学ぶ意欲を伸ばす」へのご意見

今回の取材でも、さまざまな学校の授業や日常の様子を拝見させていただき
ました。ある学校では玄関をくぐるなり、「おはようございます！」と大勢
の子どもたちからのあいさつと笑顔で歓迎され、ある学校では休み時間に教
室が揺れるほどの歌声が響いていました。学校生活における子どもたちの様
子一つひとつが、先生の日頃のご指導や家庭・地域との連携の賜

たま

物
もの

であると
感じました。（杉田）
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［京都府／Ｒ小学校］

［大阪府／Ｔ小学校］

［神奈川県／Ｈ小学校］

［鹿児島県／Ｋ小学校］

［北海道／Ｍ小学校］

［岩手県／Ｔ小学校］

［山梨県／Ｉ小学校］
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